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ごみは、燃：燃えるごみ／粗：粗大ごみ／缶：空き缶、空きビン／ガ：ガラス、せともの 
雑：雑誌、チラシ／新：新聞、ダンボール／ペ：ペットボトル／白：牛乳パック、白色トレイ 

　あるお宅の庭に咲いていた紫
陽花。そばに立つフェンスを物
ともせず間をすり抜け、フェン
スを挟んで真っ白な花を咲かせ
ていました。 竹 
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News & Topics

後期高齢者医療制度のお知らせ 
むらのわだいむらのわだい むらのわだい 
消防団小型動力ポンプ操法大会、幼年消防クラブ結成式 
緑川漁協ヤマメの稚魚放流、西原中学校体育祭 
西原中ソフトボール部優勝、災害対策会議・水防連絡協議会 
生涯学習講座合同開講式、父の日に牛乳を贈ろう 
保育園児からいも苗植え、交通安全子ども自転車大津地区大会 

曜日 備考 行事／暦 
７　月 

８　月　　　　　 

日 

西原村の今月の行事は、下記のようになっています。 
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8
固定資産税第２期納期限 
国民健康保険税第３期納期限 

 
青少年健全育成村民会議総会・人権同和教育推進協議会総会 
 
 
にしはら女性元気セミナー（改善センター） 
阿蘇郡市民体育祭（球技・武道） 
 
 
１歳６ヶ月児健診（改善センター） 
ＥＭ配布日 
 
　 
阿蘇郡市民体育祭（陸上） 
母子手帳発行ｐｍ 
 
 
 
小中学校終業式 
交通安全子ども自転車県大会 
ＥＭ配布日 
にしはらづくり合同研修会（改善センター） 
 
寿生大学 
 
 
阿蘇郡消防操法大会（村民グラウンド） 
親子スポーツ大会 
母子手帳発行ｐｍ 
 
ＥＭ配布日　 
お誕生学級ａｍひよこ学級ｐｍ（改善センター） 
 
 
 
ホンダ夏まつり（ＨＳＲ九州）にしはら女性元気セミナー（改善センター） 
阿蘇郡市人権同和教育研究大会 
無料人権相談所（改善センター） 
 
３歳児健診（改善センター） 
 
 
 
ＥＭ配布日 

海の日 

村の人口 
世帯数 

男 

女 

計 

2,245世帯 

3,325人　 

3,461人　 

6,786人　 

＋4 

＋4 

＋14 

＋18

平成20年５月末現在 

お誕生おめでとうございます。 

女 

女 

男 

男 

男 

 

 

女 

女 

H20.5.9 

H20.5.11 

H20.5.12 

H20.5.16 

H20.5.25 

 

 

H20.5.30

H20.5.28

福島　　正（76） 

月岡サワエ（78） 

曽我　秀雄（82） 

本田スミ子（73） 

馬場キミエ（83） 

竹田　好人（75） 

故人名（年齢） 

福島　孝彦 

月岡　義昭 

曽我サツキ 

本田　三男 

馬場　寛治 

竹田　　子 

遺族氏名 

袴　野 

下小森 

小　園 

小　園 

布　田 

高遊中 

地区名 

長田　健一 

桂　　公裕 

吉岡　　潤 

坂本　英和 

須藤　将吾 

 

 

　山　秀仁 

藤川　裕二 

上布田 

風　当 

袴　野 

大切畑 

下小森 

 

 

下小森 

万　徳 

出生児名 性別 生年月日 保護者 地区名 

長田　杏結 
あ ゆ なが た 

桂　　萌夏 
も な かつら 

吉岡　蒼樂 
そ ら よし おか 

坂本　圭駿 
けい しゅん さか もと 

須藤　詢平 
じゅん ぺい す どう 

藤川　莉緒 
り お ふじ かわ 

藤川　世渚 
せ な ふじ かわ 

　山　若菜 
わか な かた やま 

平成20年６月16日現在 

平成20年６月16日現在 
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　平成20年度の正式な保険

料額が決定しましたので、

７月上旬に保険料額決定通

知書等をお送りします。 

　なお、これまで加入され

ていた保険の種類などによ

って、保険料のお支払いの

方法やその時期が違います

のでご注意下さい。 

　すでに限度額適用・標準負担額

減額認定証をお持ちの方で、更新

が必要な方には、７月中に熊本県

後期高齢者医療広域連合から申請

書が送付されますので、ご記入の

うえ、８月中に役場住民課へ提出

してください。 

　また、入院中（予定）の方でま

だ限度額適用・標準負担額減額認

定証をお持ちでない方は、役場住

民課までご相談ください。 

【申請に必要なもの】 
□限度額適用・標準負担額減額認定証交付申請書 
□後期高齢者医療被保険者証 
□オレンジ色の「限度額適用・標準負担額減額認
定証」（既にお持ちの方のみ） 
□印かん 

　住民税が非課税世帯の方は、入院の際、病院の窓口で限度額適用・標準負担額減額認定

証を提示することにより、医療費や食事代の自己負担額が減額されます。 

平成19年９月末で、国民健康保険に加入さ
れていた方 
※【Ａ】の方は平成20年４月から特別徴収

が始まりました。 

※【Ｂ】の方は平成20年８月から普通徴収

になります。 

平成20年度の保険料が決定しました 

【被保険者別の保険料納付時期】 

後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証の更新手続きは忘れずに！ 

後
期
高
齢
者
医
療（
長
寿
医
療
）制
度
の
お
知
ら
せ 

Ａ 年金からの差し引き　 　　　　　　⇒　特別徴収といいます 
・年金が年額18万円以上の方 

B
納付書や口座振替で市町村に納付 
　　　　　　⇒　普通徴収といいます 
・年金が年額１８万円未満の方 
・介護保険料とあわせた保険料額が、年金額の 
　２分の１を超える方 

①平成20年４月から～ 

社会保険の被扶養者だった方 
※【Ａ】の方は平成20年10月から特別徴収になります。 

（平成20年４月から９月までは保険料の負担はありません。） 

※【Ｂ】の方は平成20年10月から普通徴収になります。 

（平成20年４月から９月までは保険料の負担はありません。） 

③平成20年10月から～ 

社会保険の被保険者本人や、平成19年10
月以降に75歳になられた国民健康保険に加
入されていた方 
※【Ａ】の方は平成20年８月に普通徴収、

10月から特別徴収になります。 

※【Ｂ】の方は平成20年８月から普通徴収

になります。 

②平成20年８月から～ 

【問合せ先】役場住民課 後期高齢者医療係 
　　　　　　　279‐3113



4

消防団小型動力ポンプ操法大会開催 

　５月29日、にしはら保育園で幼年消防クラブの結成式が

行われました。ハッピ姿のクラブ員46人が元気よく行進し

て入場し、指名点呼で名前を呼ばれると大きな声で返事を

していました。そして、高遊原南消防署の城下英敏消防署

長から、「火は便利で大切なものですが、使い方をまちがえ

ると危ないものです。一年間防火についてしっかり学んで

ください。」とあいさつがあり、最後に全員で「防火の誓い」

を宣誓しました。 

　式のあと、クラブ員たちは防火に関する映画を見て、さ

っそく火の用心について学んでいました。 

▲  

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
と
な
っ
た 

年
長
児
た
ち 

▲  

２
位
　
１
分
団
２
班 

①
指
揮
者
「
火
点
は
前
方
の 

　
標
的
…
定
位
に
つ
け
！
」 

④
ホ
ー
ス
を
つ
な
ぎ 

　
「
放
水
は
じ
め
！
」 

②
「
操
作
は
じ
め
！
」 

幼年消防クラブ結成式 

　６月１日、村民グラウンドで第17回を迎える西原村消防

団小型動力ポンプ操法大会が開催されました。操法は消防

活動で基本となる小型動力ポンプの操作で、その動作や放

水して火点を倒すまでのタイムを競いあうものです。 

　今年も実際に放水を行う水出し操法競技に、19隊が出場

して大会が行われ、出場隊の中には１月の出初式以降から

訓練を開始し、競技に臨んだ隊もありました。 

　阿蘇郡操法大会の本村開催が決定していることもあり、

各出場隊ともに例年以上の訓練を行い、全体的なレベルア

ップがみられた今大会では、４分団１班（布田）が見事な

操法で優勝をおさめました。なお、優勝隊と２位の１分団

２班（上鳥子・馬場・小園）は、７月26日に村民グラウン

ドで行われる郡大会に村代表として出場します。※郡大会

は２隊出場。 

優勝　４分団１班（布田） 
　指揮者：今村和博  １番員：田屋政章 
　２番員：佐々木聡  ３番員：村木健一 
２位　１分団２班（上鳥子・馬場・小園） 
　指揮者：曽我裕一郎 １番員：松永隆史 
　２番員：山下義博   ３番員：松永誠司 
３位　５分団１班（門出・田中）　　   
４位　５分団２班（秋田・土林） 
５位　２分団６班（袴野） 
６位　８分団（役場） 

競技結果（敬称略） 

▲  

優
勝
　
４
分
団
１
班 

⑤１番員が３番員へ 
　　　　放水はじめを伝達 

⑦
２
番
員
が
火
点
へ
と
び
口
を 

　
向
け
て
「
お
さ
め
」 

⑥火点を打ち抜き筒先員交代 

③吸管を水利へ 
⑨点検報告後 
　「わかれ」 

⑧「放水やめ！」 
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西原中学校体育祭 

　緑川漁業協同組合（坂本 猛組合長）が緑川水系の河川で

毎年実施している稚魚の放流が、５月21日に白糸の滝で行

われました。放流には、地元河原小学校の４年生と６年生

が環境学習の一環として参加。坂本組合長から「今回放流

するヤマメはきれいな水でしか生きられません。生き物が

住みやすい環境を守っていくことが大切です。」と話があり

ました。 

　そして、児童たちはさっそくヤマメが入ったバケツを手

にして川べりへ降り、「大きくなってね。」と約5000匹の稚

魚を代わるがわる滝川に放流しました。 

　平成20年度西原中学校体育祭が５月26日に実施され

ました。当初は24日に予定されていましたが、雨に泣

かされたため平日の開催となりました。しかしながら、

生徒たちは一層互いの絆を深め、それぞれの力を発揮

して体育祭を盛り上げていきたいという願いをこめた

今年のスローガン、「結笑～みんなで創る最高のドラマ

～」のもと、一人ひとりの力を合わせて28のプログラ

ムをグラウンドいっぱいに繰り広げました。 

　中でも約４週間にわたり毎日練習を重ねてきた男子

の組体操や女子のソーラン節は、難度の高い技や力強

い演舞を披露して観客を魅了し、まさしく188人にし

かできない最高のドラマを創り出していました。 

▲  

稚
魚
を
放
流
す
る
児
童
た
ち 

緑川漁業協同組合稚魚放流 

　５月18日、阿蘇市あぴか農村公園で開かれた第37回郡市

中学生女子ソフトボール大会に西原中学校からソフトボー

ル部が出場しました。高森中学校との合同チームではあり

ましたが決勝戦へ駒を進め、阿蘇北中学校を７対３で破り、

見事優勝を果たしました。 

　また、26日には同公園で第９回阿蘇ライオンズクラブ旗

争奪大会が開催され、決勝で一の宮中学校と対戦。そして、

西原高森合同チームが４対３で接戦を制し、優勝旗を手に

しました。今年は１年生が入部して活気がみなぎり、中体

連での勝利へ向けて毎日練習に励んでいるとのことです。 

▲  

西
原
高
森
合
同
チ
ー
ム 

西原中ソフトボール部 

男
子
組
体
操
「
西
原
魂
」 

▲ 

▲団長による生徒代表宣誓 ▲３年生親子綱引き対決 ▲２年生ぐるぐる台風上陸 
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　平成20年度生涯学習講座の開催にあたり、６月11日に合同

開講式が構造改善センターで開かれました。今年度は９講座

に約130名から申し込みがあり、式では各講師より講座の内

容も含めて自己紹介が行われ、受講生は自分が参加する講座

以外の講座も興味深そうに聞いていました。 

　また、受講生を代表して英会話教室の大坪健治さんが「こ

の一年間、講座で出会う方々との輪を広げ、楽しみながら自

分さがしに努め、講座に参加します。」と誓いの言葉を述べら

れました。生涯学習講座では随時申し込みを受け付けています。

希望される方は教育委員会までご連絡ください。 

父の日に牛乳を贈ろうキャンペーン 

生涯学習講座合同開講式 

合
同
開
講
式
の
様
子 

▲
 

牛
乳
を
手
渡
す
女
性
部
メ
ン
バ
ー 

▲ 

園
児
へ
牛
乳
の
プ
レ
ゼ
ン
ト 

▲ 

消
防
団
幹
部
に
よ
る 

現
地
視
察
の
様
子 

▲  

防
災
会
議
の
様
子 

▲  

　６月15日の父の日を前にした13日、西阿蘇酪農組合女

性部（斉藤 紀美代部長）が、にしはら保育園を訪れました。

そして、「父の日に牛乳を贈ろう」キャンペーンにちなみ、

同女性部の方から「栄養たっぷりの牛乳を飲んで大きくな

ってね。」と給食中の園児たちに牛乳とマスコットキャラク

ターのぬり絵用紙が贈られました。園児たちは牛乳を手に

すると満面の笑みをうかべていました。また、午後には役

場を訪れ、加藤村長に「元気にお仕事がんばってください。」

と牛乳が手渡されました。 

　この取り組みは、毎年父の日と牛乳（ちち）をかけて牛

乳の消費拡大をＰＲするキャンペーンで、平成10年から西

日本一の酪農生産県である熊本県の菊池地域を中心に始まり、

今ではその運動が全国に広がっています。 

西原村災害対策会議及び水防連絡協議会 

　６月９日、役場大会議室で阿蘇地域振興局、警察、消

防、郵便局、村内関係団体を来賓に迎え、学校、各地区

の区長、消防団幹部、関係役場職員など約80人が出席し

て平成20年度災害対策会議及び水防連絡協議会が開催さ

れました。 

　会議では、今年の天候の見通しや地域防災計画による

災害対策、避難施設や場所などについて防災担当から説

明があり、また災害危険箇所の説明、災害救助法の適用

などが説明されました。会議後、消防団幹部は熊本県の

河川ハザードマップによる村内河川浸水想定区域（谷地

区、鳥子地区）の確認を行い、大雨時の対応に向けて地

域での防災対策を再検討しました。災害を最小限にとど

めるためには日頃からの備えが大切です。 

ち　ち 
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　梅雨入り前の晴天が広がった６月６日、にしはら保育園の

年長児がからいもの苗植えに出かけました。今回は上手に苗

を植えられるように前日に予習をして、長靴も履いて準備万

端。また、栽培にご協力いただく中野敏嗣さん（下小森）を

はじめ、ＪＡ阿蘇西原中央支所からも職員の方がお手伝いに

来てくださいました。 

　マルチの穴が開けてあるところに苗を差し込み、土のお布

団をかぶせてあげて…園児たちは教えてもらったとおりに一

生懸命作業をしていました。そして、「秋の運動会が終わったら

芋掘りに来るんだよ。」とうれしそうに話していました。 

　６月14日、自転車の安全な乗り方を競う交通安全子ども

自転車大津地区大会が、菊陽町民体育館で開催されました。

大津警察署管内４市町村の小学校から24チーム・96人の

児童が集い、この日に向けて練習してきた成果を発揮しま

した。 

　結果は、連覇への期待が寄せられるなか見事プレッシャ

ーを跳ね除け、河原小学校Aチームが団体の部で優勝を果

たし、39連覇を達成しました。優勝した河原小チームは大

津地区代表として７月19日に運転免許センターで開催され

る県大会へ出場します。結果は次のとおりです。 

中
野
さ
ん
と
一
緒
に
苗
を 

植
え
る
園
児 

▲ 

交通安全子ども自転車大津地区大会 

大 会 結 果（敬称略） 

にしはら保育園からいもの苗植え 

授
業
を
受
け
る
３
年
生 

▲
 

授
業
を
行
う
加
藤
村
長 

▲ 

村長が中学生へふるさと授業 

39
連
覇
の
河
原
小
チ
ー
ム 

▲  

競
技
の
様
子 

▲  

　西原中学校では総合的な学習として、「西原再発見21～自

分が好き、西原村に住む人が好き、村が好き～」というテー

マで、学年ごとに地域学習を展開しています。そして、３年

生は「西原村を創る」というテーマのもと、西原を発信する

という学習を行っています。 

　そこで、３年生の学習のスタートにあたり、６月９日に加

藤村長を招いて、“ふるさと先生”として「西原村への想い」

という題材で授業が実施されました。村づくり、人づくりの

話や様々な分野で活躍している中学生は村づくりのパートナ

ーであるという話に、生徒たちは生き生きとした表情で耳を

傾けていました。また、授業後は生徒から村長へたくさんの質問

が寄せられる場面もありました。 

　授業の感想の一部を紹介します。「自然豊かな西原村が大好きで

す。冬あかり、のぎくまつり、JRC活動、ふるさとCM大賞など

中学生の努力が村を盛り上げていると聞いてうれしかった。これ

からも村づくりにお手伝いできたらと思っています。」（３年男子） 

 

【団体の部】　優勝　河原小Ａチーム　 
【個人の部】　２位　山下治登　河原小Ａ（６年） 
　　　　　　　３位　神崎　翔　河原小Ｂ（５年） 
　　　　　　　５位　仲村　龍　河原小Ａ（６年） 
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　平成20年度西原村職員採用試験を次のとおり実施
します。 
職種および採用予定人員 
Ａ、資格免許職　保育士　１人程度 
　（保育所に勤務し、保育業務に従事する。） 
Ｂ、高等学校卒業程度　一般事務　３人程度 
（長部局又は教育委員会等に勤務し、一般事務に
従事する。） 

受験資格 
Ａ、昭和56年４月２日から平成元年４月１日までに生
まれた保育士資格を有する者（取得見込みを含む） 

Ｂ、昭和58年４月２日から平成３年４月１日までに
生まれた者 

一次試験日時 
　９月21日（日）午前８時30分～ 
会場 
　阿蘇市　熊本県立阿蘇高等学校 
試験内容 
Ａ、教養試験、専門試験（保育士）、作文試験 
Ｂ、教養試験、適正試験（一般事務）、作文試験 
申込受付期間 
　７月28日（月）から８月15日（金）まで 
※土曜日、日曜日を除く。 
※受付時間は午前８時30分～午後５時30分 
※郵送の場合は、８月15日（金）までの消印のある
ものに限り受け付ける。 

申込手続 
　西原村発行の申込用紙に必要事項を記入して、持
参または郵送すること。 
　郵送する場合は、申込用紙の受験票の裏に50円切
手を貼り、宛先・郵便番号を明記し、表に「西原村
職員採用試験申込」と朱書した封筒に入れて必ず配
達記録郵便で送付すること。 
申込用紙 
　西原村役場総務課に用意しています。（郵便で請求
する場合は80円切手を貼った返信用封筒を同封する
こと。） 
　西原村ホームページからも入手できます。 
（http://www.vill.nishihara.kumamoto.jp/） 
【申込み・問合せ先】 
〒861-2492　熊本県阿蘇郡西原村大字小森3259 
　西原村役場総務課　　096‐279‐3111

　この「緑の募金」は、森林の整備や環境緑化を推
進するため「緑の募金による森林整備等の推進に関
する法律」に基づき実施されるものです。 
　村内各地区、各家庭にご協力をいただき集められ
た募金は熊本県緑化推進協議会により緑化活動行事、
学校・公園等公共施設の緑化、緑の少年団育成等に
役立てられます。 

　西原中学校では、本年度、保護者や地域の皆さん
に学校の授業や生徒の活動の様子をみていただき、
学校の様子を知っていただくとともに、率直な意見
を寄せてもらいながら学校運営の改善に役立ててい
きたいと考え、毎月19日を「学校公開日」といたし
ました。 
　日中のお忙しい中ですが、多数の保護者の皆さん
や地域の方々に来校していただき、遠慮なくご意見
をいただければと思います。 
　なお、６月から学校公開日を実施していますが、
６月は19日が期末テスト期間中のため、17日を公
開日としました。このように月によっては日程が変
更になる場合がありますのであらかじめご了承くだ
さい。 
【問合せ先】西原中学校　　279‐2003

西原村 
　　職員採用試験 
西原村 
　　職員採用試験 
西原村 
　　職員採用試験 

平成20年度 

御　礼  
　小森簡易郵便局の吉川かずよさんから、「学校の
子どもたちの成長に役立てください。」と多額の図
書券を寄付していただいました。 
　社会教育の分野から子どもた
ちのために大切に活用させてい
ただきます。ありがとうござい
ました。　　　　　西原村 

西原中学
校で始まりました

毎月19日は学校公開日 
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DV（ドメスティック・バイオレンス）を考えよう DV（ドメスティック・バイオレンス）を考えよう 

「男女共同参画社会」はみんなが住みやすい社会です 「男女共同参画社会」はみんなが住みやすい社会です 

　
配
偶
者
や
恋
人
・
元
夫
な
ど
、
身

近
な
人
か
ら
受
け
る
暴
力
を
Ｄ
Ｖ
（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

と
い
い
ま
す
。 

　
暴
力
と
は
、
殴
ら
れ
た
り
蹴
ら
れ

た
り
す
る
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
束
縛
、
強
要
、
無
視
…
暴
力
の

種
類
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
暴
力
を
受
け
て
苦
し
ん
で
い
ま
せ

ん
か
？
ま
た
、
家
族
、
友
だ
ち
な
ど

に
暴
力
で
苦
し
ん
で
い
る
人
は
い
ま

せ
ん
か
？ 

    

□
身
体
的
暴
力 

　
殴
る
・
蹴
る
・
首
を
し
め
る
・
物

を
投
げ
る
・
刃
物
で
脅
す
・
煙
草
の

火
を
押
し
付
け
る
な
ど 

□
精
神
的
暴
力 

　
馬
鹿
に
す
る
・
無
視
す
る
・
大
事

な
物
を
壊
す
・
捨
て
る
・
交
友
関
係

を
規
制
す
る
・
子
ど
も
に
悪
口
を
ふ

き
こ
む
な
ど 

□
性
的
暴
力 

　
性
的
行
為
を
強
要
す
る
・
避
妊
に

協
力
し
な
い
・
中
絶
を
さ
せ
る
・
性

的
な
雑
誌
や
ビ
デ
オ
を
無
理
や
り
見

せ
る
な
ど 

　
こ
の
他
、
生
活
費
を
渡
さ
な
い
、

外
で
働
く
こ
と
を
制
限
す
る
と
い
っ

た
経
済
的
行
為
、
子
ど
も
を
危
険
な

目
に
あ
わ
せ
る
、
子
ど
も
を
取
り
上

げ
る
な
ど
、
子
ど
も
を
巻
き
込
ん
だ

行
為
も
暴
力
に
含
ま
れ
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
は
ど
れ
か
一
つ
だ
け
で
な

く
、
い
く
つ
か
の
暴
力
が
重
な
っ
て

起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ

も
「
力
に
よ
る
支
配
」
が
根
底
に
あ

り
ま
す
。 

         

　
暴
力
を
ふ
る
う
の
は
特
別
な
人
、

酒
や
薬
物
に
依
存
し
た
病
気
の
人
と

い
う
思
い
込
み
を
し
て
い
る
人
が
い

ま
す
が
、
暴
力
の
加
害
者
に
特
別
な

タ
イ
プ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
的
地

位
や
学
歴
も
高
く
、
外
で
は
「
人
当

た
り
の
い
い
人
」
と
評
価
さ
れ
て
い

る
加
害
者
も
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
暴
力
は
常
に
行
わ
れ
る
わ

け
で
は
な
く
、
暴
力
の
後
「
絶
対
に

も
う
し
な
い
」「
酒
を
飲
ん
で
い
た

か
ら
」
と
泣
い
て
謝
る
な
ど
、
本
当

に
反
省
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。 

　
被
害
者
は
「
相
手
が
い
い
方
に
変

わ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
期
待
し
、

相
手
を
信
じ
て
許
し
て
し
ま
い
ま
す

が
、
時
間
が
経
つ
と
同
じ
こ
と
が
繰

り
返
さ
れ
、
だ
ん
だ
ん
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
て
い
く
ケ
ー
ス
も
多
い
と
い
い

ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
女
性
に
暴
力
を
ふ
る
う

男
性
は
、
そ
の
子
ど
も
に
も
暴
力
を

ふ
る
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

直
接
子
ど
も
に
暴
力
が
及
ん
で
い
な

く
て
も
、
親
の
暴
力
を
見
て
育
っ
た

子
ど
も
は
、
心
理
的
問
題
を
抱
え
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
暴
力
は
根
深
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
加
害
者
自
身

が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
暴
力
は
繰
り
返

さ
れ
、
終
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
Ｄ
Ｖ
電
話
相
談
】 

熊
本
県
福
祉
総
合
相
談
所 

　
０
９
６
‐
３
８
１
‐
７
１
１
０ 

熊
本
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

　
０
９
６
‐
３
５
５
‐
２
２
２
３ 

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

　
０
９
６
‐
３
６
４
‐
０
４
１
７ 

熊
本
県
「
男
女
共
同
参
画
通
信
」
よ
り 

暴
力
と
は
ど
ん
な
こ
と
？

暴
力
と
は
ど
ん
な
こ
と
？ 

暴
力
と
は
ど
ん
な
こ
と
？ 

暴
力
は
終
わ
ら
な
い

暴
力
は
終
わ
ら
な
い 

暴
力
は
終
わ
ら
な
い 

　西原村では、障害をお持ちの方やそのご家
族の方を対象として、「相談支援事業」を行
っています。 
　福祉サービスの利用や就労、権利擁護に関
することなど、生活に関するご相談をお受け
しています。 
　費用は無料で、訪問や来所による相談もで
きます。お気軽にご相談ください。 

《相談窓口》 
◇知的障害に関する相談　⇒　「高森寮」 
　　　住所：阿蘇郡高森町色見８２２ 
　　　　　：0967‐62‐1780 
◇精神障害に関する相談　⇒　「時計台」 
　　　住所：阿蘇市一の宮町宮地１４１ 
　　　　　：0967‐22‐5505 
◇身体障害に関する相談　⇒　役場住民課 健康福祉係 
　　　　　：279‐4397 
【問合せ先】役場住民課 健康福祉係　　279‐4397

「相談支援事業」のお知らせ 「相談支援事業」のお知らせ 
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　西原村では、「生涯元気なにしはらづくり」を
キャッチフレーズに「健康づくり」・「福祉づく
り」・「環境づくり」を原点に掲げ、全住民、全
庁一丸での「推進運動」として取り組むことを
目標としています。 
　この取り組みには、地域住民の皆さんをはじめ、
区長・分館長・衛生班長・女性代表者・地域づ
くり委員の方など、地域関係者のご理解とご協
力が重要であると考えます。そこで、この取り
組みの推進のため、次のとおり研修会を開催し
ます。 
　なお、今回の研修会は、地区役職員以外の方
にも広くご参加いただき、今後の地域での活動
に活用していただきたいと考えておりますので、
多数の住民の皆さんのご参加をお待ちしています。 

　「にしはらぱらっこクラブ」は、村内のママたちが高遊コミュ二ティセンターで、毎週金

曜日午後１時半から自主的に活動している子育てサークルです。（にしはら女性活動推進協

議会子育てコミュニティ活動） 

　主任児童委員をはじめ、高遊地区の先輩住民さん方も

支援ボランティアとして、行事の講師役を担っています。

西原村は年々転入される方が増加し、子どもの人口も微

増中です。子育て・しつけは、各家庭が基本ですが、子

どもの社会性を育むには、他者との交わりも大切です。 

　高遊コミュニティセンターはママたち、子どもたちが、

先輩住民さんとのふれあいをとおして、お互いが育ち合

う場となっています。どうぞご参加ください。 

　平成20年度も、郷土料理教室や応急処置学習会、折り紙、紙芝居、手遊びなど盛りだくさ
んの内容が計画されています。 

活動内容：子育てに関する学習会・会員相互の情報交換活動・親子の季節行事など 

　　　・料理教室（生チョコ、いきなり団子、いちご大福など） 

　　　・ソーイング教室（布バッグ、ポーチなど） 

　　　・ピクニック 

　　　・プール遊び 

　　　・ハローウィンかぼちゃづくり 

　　　・編み物教室 

　　　・心理士のお話会　　など 

日時：７月21日（海の日） 

　　　午後２時～午後４時45分（終了予定） 

場所：構造改善センター 

内容：「生涯元気なにしはらづくり」について 

　●事例発表３件 

　●講演「やりがいを実感できる 

　　　　　　　　　　　　　地域づくりの勧め」 

　　(有)トトハウス代表　前田芳男 氏（村内在住） 

　　　①地域づくりの現状と近未来  

　　　②他事例紹介 

　　　③参加したくなる地域づくりの提案 

【問合せ先】役場総務課企画係　　279‐3111

平
成
19
年
度 

【問合せ先】役場住民課 健康福祉係 　279‐4397　教育委員会 　279‐4424 
ブログ http://blog.goo.ne.jp/nishiharaparakko

▲いざというとき役立つ応急処置学習 
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子育て支援室 

　いよいよ夏本番、７月に入りました。暑くて湿気が高いこの時期は、まだ体力がついていない月齢の
低い子どもたちほど病気にかかりやすかったり、肌のトラブルを起こしたりしがちです。子どもたちの
健康管理に気をつけて、夏を元気で過ごせるようにしてあげましょう。 

○動植物園であそぼう 

備えあれば… 

No.33 【地震】 

【問合せ先】 総務課 防災係　　279-3111

自分自身の防災力を高めましょう。 

地震列島、日本！ 

　「地震に備える第1歩」として、家具の固定、玄関
（避難口）の整理整頓をしましょう。もし地震が発
生したら次のように行動しましょう。 

　大きな地震が起きても落
ち着いて行動しましょう！
落ち着いて冷静でいること
が大切です。 

　育児教室・子育て支援合同活動で、熊本動植物
園で遊ぼうを開催しました。お天気にも恵まれバ
スで現地に向かい、みんなでたくさんの動物を見
たり遊具で遊んだりしました。そして、シートに
座って手作りのお弁当をおいしそうに食べる子ど
もたちはニコニコ笑顔で、とても楽しい遠足とな
りました。 

　和歌山県紀の川市にお住
まいの谷一美さんより、広
報送付の御礼として金一封
をいただきました。 
　ありがとうございました。 
　　　　　　　　西原村 

岩手県内陸南部で震度６強 

グラッときたら…（地震発生） 

第一次試験日　９月21日（日） 
申込受付期間　７月28日（月）～８月15日（金） 
採用職種及び職務内容　高等学校卒業程度 消防吏員 
（消防署等に勤務し、予防、警防、救急等消防業
務全般に従事します。） 
採用予定人員　４人程度 
受験資格　 
昭和58年４月２日～平成３年４月１日までに生ま
れた方 
【問合せ先】阿蘇広域行政事務組合総務課　 
　　　　　　　0967‐24‐5111 
　　　　　　阿蘇広域行政事務組合消防本部総務課 
　　　　　　　0967‐34‐0024

にしはら保育園子育て支援室 

○講習会「絵本の読み聞かせ」 
　絵本の店「竹とんぼ」の小宮さんを招いて、絵
本の読み聞かせについてお話をして頂きました。
親が絵本を読んであげることで、それが子どもた
ちの記憶に残っていくこと、読み聞かせの大切さ
を実感でき、お母さん方それぞれに絵本への深い
思いもあるようで、親子で絵本を取って楽しむこ
とができました。 
　「絵本との出会いを豊かにして、絵本の好きな
子どもに育ててくださ
い。」親から伝わる絵本
のぬくもりは子どもた
ちの心に残ると思います。
にしはら保育園でも本
の貸し出しを行ってい
ます。 

阿蘇広域行政事務組合 
職員採用試験案内 

御　礼 
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総務課情報政策係 279-3112

　
３
月

　
３
月
27
日
に
行
わ
れ
た
、
お
誕
生
学
級
に

日
に
行
わ
れ
た
、
お
誕
生
学
級
に

お
邪
魔
し
て
、
写
真
を
撮
ら
せ
て
頂
き
ま
し

お
邪
魔
し
て
、
写
真
を
撮
ら
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
む
ぞ
ら
し
か
で
す
ね
！

た
。
む
ぞ
ら
し
か
で
す
ね
！ 

　
３
月
27
日
に
行
わ
れ
た
、
お
誕
生
学
級
に

お
邪
魔
し
て
、
写
真
を
撮
ら
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
む
ぞ
ら
し
か
で
す
ね
！ 

正和さん･智美さん（布田） 

絵本とダンスが大好きです！ 

誠一さん・純恵さん（宮山） 

歌が大好き。いつもフーちゃ
ん（犬）と遊んでます。 

毎日元気に水面お姉ちゃんと
遊んでます。 

松浦　芽生 ちゃん 
まつ うら め い 

達哉さん・裕美さん（桑鶴） 

元気いっぱい！ダンスも上手
だよ！ 

弘照さん・法子さん（星田） 

蒲池日なた くん 
かま ち ひ 

藤本　美希 ちゃん 
ふじ もと み き 

坂田　小春 ちゃん 
さか はる た こ 

河上 聖子 リージェントパーク内にあるバラ園 

みなさん、こんにちは。 
　日本での梅雨を楽しんでいます。雨が降ると空気がさわやか
で涼しいですが、（梅雨時期に発生する）虫は苦手ですね。５月
は中学校で開催された体育祭がとても楽しかったです。 
　カナダでも陸上大会というものがありますが、日本の体育祭
とはちょっと異なります。そして生徒たちも小学生までしか参
加しません。 
　皆さんも、６月・７月と楽しんでください。そして、私も梅
雨明けの暑い夏を乗りきっていきたいと思います。 
では。　ジェイ 

ALT　ジェイ　ぺナー 

～ロンドンの交通事情～ 
　西原のみなさん、こんにちは。６月上旬のロンドン
は、夏日の日もあれば、16、7度と寒い日もありました。
そちらは梅雨入りしたみたいですが、こちらは今バラ
の季節です！あちこちの庭先にきれいに咲いています。 
　ここロンドンはイギリスの首都だけに、非常に交通
量が多いところです。なので交通量を減らす目的や環
境問題を考慮し、市内中心地に車を乗り入れると「混
雑税」が取られます。１回につき日本円で2,000円ほど！
これだけ高いと車の数も減るようですが、実際は常に
渋滞です…。また、日本でもガソリンが高騰していま
すが、ロンドンでは１リットルＣ1.28（約265円）も
します！ 
　地下鉄などの公共交通機関では６月からアルコール
飲酒が禁止されました。日本では当然ですが、さすが
ビールの国です。５月31日の最終夜は市内中心地の各
駅で「地下鉄飲み会」が行われ、約１万人の人々が参
加したそうです。お酒のせいもあって過度の酔っ払い
が続出…逮捕者も続出で
した…。 
　しかしこれから夏、日
没も10時頃。遅くまで外
で過ごせる時期となりま
した。楽しい仲間との公
園ビール♪みんなこれを
楽しみます！ 

＝ 
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いのちの教育 
教育委員会 279-4424

人権尊重社会に向けて① 人権尊重社会に向けて① 人権尊重社会に向けて① 
～ 私にもできる、少しのこと ～ 
　夢や希望を持ち、いきいきと暮らしていくためには、全ての人の人権が
尊重される社会の実現が不可欠です。そして、その実現には、一人ひとり
の行動が必要となります。人権尊重の社会に向けて、まずは自分にできる“少
しのこと”からはじめてみませんか。 

熊本県人権PRESS　 
　「THE　ハート」より 

熊本県人権センター　 
　　　096－384－5822

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

 

何
に
何
に 

イ
ラ
イ
ラ
…
？

イ
ラ
イ
ラ
…
？ 

何
に
何
に 

イ
ラ
イ
ラ
…
？

イ
ラ
イ
ラ
…
？ 

何
に 

イ
ラ
イ
ラ
…
？ 

何
を
何
を 

モ
タ
モ
タ
…
。

モ
タ
モ
タ
…
。 

何
を
何
を 

モ
タ
モ
タ
…
。

モ
タ
モ
タ
…
。 

何
を 

モ
タ
モ
タ
…
。 

　街を自分のスピードだけで走

ることはできません。 

　同じように、自分の価値観や

考え方だけで行動すれば、他人

を傷つけることになります。 

一人ひとり「速度」は違います。 

　一人ひとりが、かけがえのな

い存在であることを心に刻むこと、

そして、お互いの違いを認め、

個性を尊重し合うこと。 

　それが、個性豊かで、誰もが

幸せに暮らせる人権尊重社会へ

の第一歩です。 

私たちにできる、少しのこと 

　社会には、年齢、性別、障がい

の有無をはじめ、性格、能力など

異なる個性の人々が暮らしていて、

誰もが大切な存在です。 

　でも、私たちは日々の生活の中

で、自分とは違う人の存在や考え

を否定したり、自分の価値観を押

しつけたりすることがあります。 

　こうした態度は人の尊厳を傷つ

け、人権問題の原因にもなります。 

こんなことでお困りの方はお気軽にどうぞ！ 
・家庭内のことでなやんでいるとき 
・隣近所の関係で困っているとき 
・借地、借家で困っているとき 
・相続、遺言でなやんでいるとき 
・人権問題で困っているとき 
・金銭問題で困っているとき 
・その他心配ごと、なやみごと 
と　き：８月４日（月）　午前10時～午後3時 
ところ：構造改善センター 
対応者：法務局職員・西原村人権擁護委員 
※相談は無料です。秘密は守られます。 
※熊本法務局では毎日相談に応じています、お気軽に
お電話ください。　096‐364‐2145

自分と違うという理由で、他の
人の個性を否定していませんか？ 

◆子どもに対する意見の押しつ

け 

◆高齢者に対する差別意識 

◆障がい者に対する無理解 

　　　　　　　　　　　など 

まわりでこんなことありませんか。 

　熊本県では、７月と８月を「愛の血液助け合い運動」

期間として、広く県民の皆さんに献血の呼びかけを行

っています。 

　夏場は長期の休みや暑さにより、献血者が減少する

ことが心配されています。特に若い方で、献血をした

ことがない方はぜひご協力をお願

いします。 
400ｍＬ献血、 
成分献血にご協力 
ください。 
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nformationI

25
時
間
ク
レ
サ
ラ
１
１
０
番 

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
相
談
会 

所
得
税
の
予
定
納
税（
第
一
期
分
） 

に
つ
い
て 

パ
ソ
コ
ン（
表
計
算
３
級
） 

技
術
講
習
会
受
講
者
募
集 

全
国
一
斉
　
生
活
保
護
１
１
０
番 

　
熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会
で
は
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
、

信
販
会
社
・
貸
金
業
者
の
カ
ー
ド
の
使

い
す
ぎ
に
よ
り
返
済
に
行
き
詰
ま
っ
て

い
る
方
の
た
め
に
、
面
談
及
び
電
話
に

よ
る
無
料
相
談
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
７
月
18
日
（
金
）
15
時
か
ら
19

日
（
土
）
16
時
ま
で 

※
こ
の
時
間
内
い
つ
で
も
（
夜
間
含
）ご

相
談
を
承
り
ま
す
。 

相
談
電
話
番
号
　 

　
０
９
６
‐
３
６
４
‐
０
８
０
０ 

※
右
日
程
、
時
間
に
は
熊
本
県
司
法
書

士
会
館
に
お
い
て
面
接
の
無
料
相
談

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
日
程
以
外
で
相
談
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
熊
本
県
司
法

書
士
会
館
で
常
設
の
相
談
会
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

相
談
会
日
時
　
毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日
（
年

末
年
始
、
祝
祭
日
を
除
く
）
18
時
〜
20

時
ま
で 

相
談
内
容
の
例
　 

■
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
解
除
し
た
い
が

販
売
店
と
連
絡
が
取
れ
な
い 

■
サ
ラ
金
に
何
年
も
返
済
し
て
い
る
の

に
元
金
が
減
ら
な
い
　
等
々 

【
問
合
せ
先
】 

司
法
書
士
　
田
島
賢
治 

　
０
９
６
‐
３
８
６
‐
３
１
１
５ 

司
法
書
士
　
後
藤
俊
二 

　
０
９
６
‐
３
３
９
‐
８
１
１
１ 

　
経
済
的
な
事
情
に
よ
り
お
困
り
の
方

の
た
め
に
、
生
活
保
護
に
関
す
る
無
料

相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

　
生
活
保
護
は
、
国
が
生
活
に
困
窮
す

る
す
べ
て
の
国
民
に
対
し
「
健
康
で
文

化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」
を
保
障
し
、

自
立
を
助
け
て
く
れ
る
制
度
で
す
。 

　
生
活
保
護
を
受
け
た
く
て
も
申
請
の

仕
方
が
わ
か
ら
な
い
、
病
気
や
高
齢
の

た
め
に
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
が
悩
み
や
困

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
…
と
い
っ
た
方

は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
８
月
９
日
（
土
）
10
時
〜
16
時 

面
接
で
の
ご
相
談 

熊
本
県
司
法
書
士
会
館
２
階 

電
話
で
の
ご
相
談 

　
０
１
２
０
‐
０
５
２
‐
０
８
８ 

【
問
合
せ
先
】 

司
法
書
士
　
石
井
麻
衣
子 

　
０
９
６
‐
２
１
２
‐
３
３
５
２ 

司
法
書
士
　
山
田
佳
代 

　
０
９
６
‐
３
８
１
‐
８
７
７
７ 

　
平
成
20
年
分
の
所
得
税
の
予
定
納

税
第
一
期
分
の
納
期
限
は
、
７
月
31

日
（
木
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
予
定
納
税
が
必
要
な
方
に
は
、
税
務

署
か
ら
６
月
中
旬
に
、「
予
定
納
税
額
の

通
知
書
」を
お
送
り
し
て
い
ま
す
か
ら
、

通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
第
一
期
分
の
金

額
を
期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
こ
の
予
定
納
税
は
、
前
年
分

の
所
得
税
額
を
基
に
計
算
し
て
あ
り
ま

す
が
、
事
業
等
を
廃
業
し
た
り
災
害
で

財
産
に
損
害
を
受
け
た
り
し
た
た
め
、

本
年
分
の
納
税
額
が
前
年
分
よ
り
減
少

す
る
と
見
込
ま
れ
る
方
は
、
７
月
15
日

（
火
）
ま
で
に
予
定
納
税
の
減
額
承
認

申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
予
定
納
税
や
減
額
承
認
申
請
の
こ
と

で
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
、
お

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】
阿
蘇
税
務
署 

　
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
５
５
１ 

　
県
で
は
、
就
職
を
希
望
す
る
方
を
対

象
に
、
就
職
に
必
要
な
技
術
の
習
得
を

目
的
と
し
た
講
習
会
を
く
ま
も
と
県
民

交
流
館
パ
レ
ア
に
て
実
施
し
ま
す
。 

受
講
資
格
　
次
の
①
か
ら
⑥
を
全
て
満

た
す
方 

①
就
職
を
希
望
し
、
受
講
終
了
後
す
ぐ

に
仕
事
に
就
き
た
い
人
②
雇
用
保
険
受

給
の
対
象
外
で
あ
る
③
全
日
程
出
席
で

き
る
④
熊
本
県
内
在
住
⑤
現
在
学
生
で

は
な
い
⑥
過
去
に
同
一
内
容
の
当
セ
ン

タ
ー
講
習
会
を
受
講
し
て
い
な
い 

日
時
　
９
月
18
日
〜
10
月
23
日
（
月
〜

　
　
　
金
の
計
23
日
間
） 

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

※
初
心
者
を
対
象
と
し
た
表
計
算
ソ
フ

ト
「
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
」
の
習
得
。
表
計

算
３
級
の
検
定
試
験
を
実
施
。 

受
講
料
　
無
料
（
教
材
費
、
検
定
料
は

別
途
必
要
） 

定
員
　
20
人
（
選
考
に
て
受
講
者
決
定
） 

申
込
日
時
　
８
月
11
・
12
日
（
月
・
火
）

の
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
の
間
に
、

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
に
ご
来

場
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】 

パ
レ
ア
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
０
９
６
‐
３
５
５
‐
４
３
０
９ 
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ご
存
じ
で
す
か
！
自
動
車
事
故 

被
害
者
援
護
制
度 

社
会
に
生
き
る
税 

就
業
支
援
相
談
と
労
働
相
談
窓
口 

の
お
知
ら
せ 

中
退
共
で
退
職
金
の
準
備
を 

は
じ
め
ま
せ
ん
か 

　
パ
レ
ア
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
、
仕
事
の
探
し
方
や
仕
事
を
始

め
る
に
あ
た
っ
て
の
様
々
な
相
談
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
解
決
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。 

　
ま
た
、
解
雇
、
労
働
条
件
、
賃
金
な

ど
に
関
す
る
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
、
労
使
双
方
か
ら
の
様
々
な
労
働

相
談
に
つ
い
て
中
立
の
立
場
か
ら
専
門

の
相
談
員
が
助
言
を
行
い
ま
す
。 

　
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
月
１
回
の
特

別
労
働
相
談
員
（
弁
護
士
）
に
よ
る
相

談
や
他
機
関
へ
の
案
内
も
行
い
ま
す
。 

相
談
例 

■
子
育
て
し
な
が
ら
働
き
た
い
が
仕
事

の
見
つ
け
方
が
わ
か
ら
な
い 

■
仕
事
を
辞
め
た
い
が
、
ど
ん
な
手
続

き
が
必
要
な
の
か 

■
労
働
関
係
の
法
律
を
知
り
た
い 

■
労
働
条
件
に
関
す
る
こ
と
が
わ
か
ら

な
い 

　
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
「
あ

っ
せ
ん
」
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
熊
本

県
労
働
委
員
会
に
申
請
す
る
方
法
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
熊
本
県
労
働
委
員

会
審
査
調
整
課
（
　
０
９
６
‐
３
３
３

‐
２
７
５
３
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】 

パ
レ
ア
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー 

就
業
支
援
相
談 

　
０
９
６
‐
３
５
５
‐
２
２
２
４ 

労
働
相
談 　

０
９
６
‐
３
５
２
‐
３
６
１
３ 

　
中
退
共
制
度
は
中
小
企
業
で
働
く
従

業
員
の
た
め
の
外
部
積
立
型
の
国
の
退

職
金
制
度
で
す
。 

・
国
の
助
成 

　
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。 

・
全
額
非
課
税 

掛
金
に
有
利
な
税
法
上
の
特
典
が
あ

り
ま
す
。 

・
簡
単
な
管
理 

　
毎
月
の
掛
金
は
口
座
振
替
で
す
。 

・
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移
行 

適
年
解
約
事
業
所
の
約
半
数
が
中
退

共
に
移
行
し
て
い
ま
す
。 

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】 

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部 

　
０
３
‐
３
４
３
６
‐
０
１
５
１ 

交
通
遺
児
等
育
成
資
金 

　
保
護
者
が
自
動
車
事
故
で
死
亡
、
ま

た
は
重
度
の
後
遺
障
害
（
自
賠
法
３
級

以
上
）
と
な
っ
た
被
害
者
の
家
庭
の
遺

児
な
ど
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
、

育
成
資
金
の
無
利
子
貸
付
け
を
行
っ
て

い
り
ま
す
。 

貸
付
対
象
者
　
０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業

ま
で
の
児
童 

貸
付
期
間
　
貸
付
決
定
月
か
ら
中
学
校

卒
業
ま
で 

返
還
方
法
　
20
年
以
内
の
均
等
払
い
（
高

校
・
大
学
へ
の
進
学
者
は
そ
の
間
返
還

猶
予
） 

 

重
度
後
遺
障
害
者
へ
の
介
護
料
支
給
　 

　
自
動
車
事
故
に
よ
り
脳
・
脊
髄
ま
た

は
胸
腹
部
臓
器
に
損
傷
を
受
け
、
常
時

ま
た
は
随
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
重

度
後
遺
障
害
者
を
抱
え
る
家
族
の
精
神

的
・
肉
体
的
並
び
に
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
介
護
料
を
支
給
し
て

い
ま
す
。 

支
給
対
象
者
・
介
護
料 

　
自
賠
責
保
険
（
共
済
保
険
）
の
等
級

や
介
護
の
状
態
、
介
護
に
要
す
る
費
用

の
負
担
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。 

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】 

（
独
）自
動
車
事
故
対
策
機
構
熊
本
支
所 

　
０
９
６
‐
３
２
２
‐
５
２
２
９ 

　
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た
ち
国

民
が
豊
か
で
安
定
し
た
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

　
私
た
ち
が
納
め
た
税
金
は
、
こ
の
活

動
の
財
源
と
し
て
、
私
た
ち
の
身
近
な

と
こ
ろ
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
身
近
な
例
と
し
て
、
教
育
に
つ
い
て

み
て
み
ま
す
と
、
国
と
地
方
公
共
団
体

が
負
担
し
た
公
立
学
校
の
児
童
・
生
徒

一
人
当
た
り
の
年
間
教
育
費
（
平
成
17

年
度
）
は
、
小
学
生
83
万
４
千
円
、
中

学
生
94
万
８
千
円
、
高
校
生
（
全
日
制
）

91
万
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
、
社
会
福
祉
の
充
実
、
住

宅
や
道
路
の
整
備
、
安
全
の
確
保
に
欠

か
せ
な
い
警
察
・
消
防
な
ど
の
活
動
に

も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
税
金
は
私
た
ち
に
と

っ
て
、
共
同
生
活
を
維
持
す
る
い
わ
ば

「
会
費
」
で
あ
り
、
正
し
い
申
告
と
納

税
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

【
問
合
せ
先
】 

　
阿
蘇
税
務
署 

　
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
５
５
１ 
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nformationI

ご
存
じ
で
す
か
？
家
庭
裁
判
所
の 

「
家
事
手
続
案
内
」 

キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ 

（
就
職
サ
ポ
ー
ト
相
談
）実
施
中
！ 

ね
ん
き
ん
イ
メ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル 

作
品
募
集 

熊
本
県
交
通
事
故
相
談
の
ご
案
内 

　
家
庭
裁
判
所
の
窓
口
で
は
、
家
庭
裁

判
所
の
手
続
を
利
用
し
や
す
い
も
の
と

す
る
た
め
に
、
家
事
手
続
案
内
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
夫
婦
間
や
子
ど
も
に
関
す

る
問
題
や
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
問
題
、

相
続
に
関
す
る
問
題
。
こ
ん
な
と
き
家

庭
内
や
親
族
間
の
問
題
解
決
の
た
め
に
、

家
庭
裁
判
所
の
手
続
を
利
用
で
き
る
の

か
ど
う
か
、
利
用
す
る
に
際
し
て
準
備

す
べ
き
書
類
、
申
立
て
後
の
手
続
の
流

れ
な
ど
に
つ
い
て
説
明
・
案
内
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
受
付

時
間
は
各
裁
判
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
の
で
、
裁
判
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

ま
た
は
家
事
手
続
情
報
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
ご
確
認
の
上
、
窓
口
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
法
テ
ラ
ス
（
日
本
司
法
支
援

セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
家
庭
内
の
紛
争
に

限
ら
ず
、
法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る

た
め
の
法
制
度
や
相
談
窓
口
に
関
す
る

情
報
な
ど
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

（
通
信
料
は
自
己
負
担
） 

【
問
合
せ
先
】 

裁
判
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

h
ttp
://w
w
w
.co
u
rts.g

o
.jp
/ 

家
事
手
続
情
報
サ
ー
ビ
ス 

　
０
５
７
０
‐
０
３
１
８
４
０ 

法
テ
ラ
ス 

h
ttp
://w
w
w
.h
o
u
terasu

.o
r.jp
/ 

　
０
５
７
０
‐
０
７
８
３
７
４ 

　
熊
本
県
交
通
事
故
相
談
所
は
、
交
通

事
故
の
損
害
賠
償
の
内
容
、
賠
償
額
の

算
定
基
準
、
示
談
の
仕
方
、
自
賠
責
保

険
の
請
求
方
法
等
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。 

　
相
談
は
無
料
で
す
。
相
談
者
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
、
相
談
内
容
等
の
秘
密
は
守

り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

と
き
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
や
年

　
　
　
末
年
始
の
休
日
除
く
） 

と
こ
ろ
　
県
庁
行
政
棟
本
館
２
階 

※
相
談
の
際
、
交
通
事
故
証
明
書
や
診

断
書
な
ど
参
考
に
な
る
資
料
が
あ
れ

ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
十
分
な
相
談
時
間
を
と
る
た
め
、
な

る
べ
く
相
談
終
了
時
刻
の
１
時
間
前

ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

※
交
通
事
故
の
示
談
に
係
る
仲
介
、
あ

っ
せ
ん
や
調
停
中
・
訴
訟
中
の
事
件

に
つ
い
て
は
相
談
を
お
受
け
で
き
ま

せ
ん
。 

【
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
県
交
通
事
故
相
談
所 

　
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
９
５ 

　
パ
レ
ア
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
、
就
職
希
望
の
方
を
支
援
す
る

た
め
、「
キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
時
間
を
か

け
て
相
談
を
お
受
け
し
、
職
歴
や
興
味
・

関
心
な
ど
を
整
理
し
、
自
分
に
あ
っ
た

職
業
選
択
や
、
事
故
Ｐ
Ｒ
法
の
習
得
、

効
果
的
な
就
職
活
動
の
進
め
方
を
考
え

る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。 

　
出
産
育
児
で
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ
て
就

職
に
自
信
が
な
い
方
、
就
職
活
動
が
う

ま
く
い
か
な
い
方
、
転
職
に
つ
い
て
悩

ん
で
い
る
方
な
ど
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
は
無
料
で
す
。 

相
談
内
容
　 

①
適
職
相
談
②
面
接
対
策
③
履
歴
書
等

作
成
法
④
就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
な

い
原
因
を
考
え
た
い
な
ど 

場
所
　
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー 

日
程
　
土
日
を
含
む
月
７
回
程
度
。
実

施
す
る
時
間
帯
は
日
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
相
談
時
間
は
一
人
１
時
間
程
度

で
す
。 

利
用
方
法
　
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】 

パ
レ
ア
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
０
９
６
‐
３
５
５
‐
２
２
２
４ 

　
「
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
」｢

健

康
で
明
る
い
老
後｣

な
ど
年
金
を
表
現

し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。 

応
募
資
格
　
県
内
の
小
学
生
（
４
〜
６

年
）、
中
学
生
、
高
校
生 

応
募
規
定
　
自
作
未
発
表
作
品
で
、
Ｂ

３
サ
イ
ズ
（
51
・
５
×
36
・
４
㎝
）
ま

た
は
画
用
紙
四
つ
折
サ
イ
ズ
（
５
４
０

×
３
８
１
㎜
）
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

画
材
は
自
由
で
す
（
絵
の
具
、
ク
レ
ヨ

ン
、
色
鉛
筆
、
切
り
絵
な
ど
）。 

応
募
方
法 

　
作
品
の
裏
面
に
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
明

記
。
応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

一
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
（
学
校
・

ク
ラ
ス
で
ま
と
め
て
送
付
可
）。 

応
募
先 

　
熊
本
社
会
保
険
事
務
局
年
金
課
、
役

場
住
民
課
国
民
年
金
係
、
県
内
の
各
社

会
保
険
事
務
所 

締
切
り
日
　
９
月
12
日
（
金
）
当
日
消

印
有
効 

発
表
　
入
賞
者
に
直
接
通
知
す
る
と
と

も
に
、
広
報
誌
等
で
発
表
し
ま
す
。 

【
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
社
会
保
険
事
務
局
年
金
課 

　
０
９
６
‐
２
１
１
‐
０
７
６
３ 
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一呼吸 

「一呼吸は 
　過去が詰まった知恵袋」 

役場各課・係 
直通ダイヤル 
役場各課・係 
直通ダイヤル 

平
成
20
年
度（
前
期
）ビ
ジ
ネ
ス
・ 

キ
ャ
リ
ア
検
定
試
験
の
お
知
ら
せ 

平
成
20
年
度
消
防
設
備
士
試
験
の 

お
知
ら
せ 

ホ
ン
ダ
夏
ま
つ
り
開
催
の
ご
案
内 

油
流
出
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う 

　
職
業
能
力
開
発
協
会
で
は
、
平
成
19

年
度
か
ら
公
的
資
格
試
験
と
し
て
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た｢

ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ

リ
ア
検
定
試
験｣

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

検
定
試
験
の
概
要 

○
ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
ー
ソ
ン
の
職
務
を
広

く
網
羅
し
た
唯
一
の
公
的
資
格
試
験 

○
試
験
は
、
１
・
２
級
及
び
３
級
の
レ

ベ
ル
に
体
系
化
さ
れ
、
実
務
に
即
し

た
専
門
的
知
識
・
能
力
を
客
観
的
に

評
価
し
ま
す
。 

○
企
業
で
は
社
員
の
実
務
能
力
の
客
観

的
な
評
価
や
人
材
開
発
等
に
、
個
人

に
と
っ
て
は
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
な
ど

に
幅
広
く
活
用
で
き
ま
す
。 

受
験
申
請
受
付
期
間 

７
月
22
日
（
火
）〜
８
月
25
日
（
月
） 

試
験
実
施
日
　
10
月
５
日
（
日
） 

受
験
資
格
　
受
験
制
限
な
し
（
年
齢
や

実
務
経
験
の
有
無
に
よ
ら
ず
受
験
可
） 

【
資
料
請
求
先
・
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会 

　
０
９
６
‐
３
８
４
‐
１
７
１
１ 

　
熊
本
県
内
で
は
、
毎
年
約
60
件
の
油

流
出
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
油

流
出
事
故
が
発
生
し
ま
す
と
、
生
活
環

境
及
び
人
の
健
康
等
に
係
る
被
害
の
発

生
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
応
急
対

策
等
に
は
多
大
の
労
力
と
原
因
者
負
担

と
し
て
多
額
の
回
収
・
対
策
費
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
油
流
出
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
は
、
環
境
保
全
の
み
な
ら
ず

経
済
的
に
も
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
言

え
ま
す
。 

　
油
類
の
保
管
状
況
等
に
つ
い
て
責
任

を
持
っ
て
点
検
を
行
い
、
事
故
の
未
然

防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。 

〈総務課〉 
総務・財政係（代表） 
企画振興・情報政策係 

〈教育委員会〉 

〈議会事務局〉 

〈収入役室〉 

〈税務課〉 
税務係 
国民保険係 

〈産業課〉 
経済係（農業委員会） 
土木建築係 
地籍調査係 

〈住民課〉 
住民・環境衛生係 
健康福祉係 

〈にしはら保育園〉 

 
279-3111 
279-3112 

279-4424 

279-4364 

279-4394 

 
279-4395 
279-4389 

 
279-4396 
279-3114 
279-4417 

 
279-3113 
279-4397 

279-2054

※土日、祝祭日は 

　　　　　　　へお願いします。 279-3111

か
つ
て
な
い
笑
劇
第
二
弾
　
'08
Ｈ
ｏ
ｎ

ｄ
ａ
夏
ま
つ
り
　
す
べ
て
に
驚
愕
！
す

べ
て
に
夢
中
!! 

日
時
　
８
月
２
日
（
土
） 

　
　
　
午
後
４
時
〜
午
後
９
時
45
分 

場
所
　
本
田
技
研
工
業
㈱
Ｈ
Ｓ
Ｒ
九
州

内
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド 

イ
ベ
ン
ト
内
容 

ホ
ン
ダ
製
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
タ
レ
ン

ト
シ
ョ
ー
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、

夜
店
、
花
火
、
お
化
け
屋
敷
、
お
子
様

対
象
イ
ベ
ン
ト
、
魚
の
つ
か
み
取
り
、

お
楽
し
み
大
抽
選
会
　
な
ど 

　
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
い
ろ
い
ろ
な

催
し
物
が
、
ま
た
、
各
出
店
・
各
種
イ

ベ
ン
ト
等
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

無
料
送
迎
バ
ス 

　
大
津
駅
や
美
咲
野
団
地
、
翔
陽
高
校

前
な
ど
か
ら
会
場
ま
で
の
無
料
送
迎
バ

ス
の
運
行
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

【
問
合
せ
先
】 

本
田
技
研
工
業
株
式
会
社
熊
本
製
作
所 

緑
陽
会 

　
０
９
６
‐
２
９
３
‐
１
３
５
２ 

　
平
成
20
年
度
消
防
設
備
士
試
験
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。 

試
験
の
種
類 

①
甲
種
　
特
類
・
第
１
〜
５
類 

②
乙
種
　
第
１
〜
７
類 

試
験
日
時
　
９
月
７
日
（
日
） 

但
し
、
甲
種
特
類
は
８
月
31
日
（
日
） 

場
所
　
開
新
高
校 

但
し
、
甲
種
特
類
は
熊
本
県
教
育
会
館 

願
書
受
付
期
間 

７
月
25
日
（
金
）
〜
31
日
（
木
） 

願
書
受
付
場
所 

（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本

県
支
部 

【
願
書
請
求
先
・
問
合
せ
先
】 

（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本

県
支
部
及
び
最
寄
り
の
消
防
本
部 

　
０
９
６
‐
３
６
４
‐
５
０
０
５ 
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西原村社会福祉協議会 

熊本県阿蘇郡西原村大字小森572

279-4141 
279-4140相談専用 
279-4388FAX

245号 

歳入総額167,707,365円 

ふれあいネットワーク ふれあいネットワーク 

　社会福祉法第40条及び社会福祉法人西原村社会福祉協議会定款第12条の規定により西原村社会福祉協議
会より提出された平成19年度一般会計歳入歳出決算書・財産目録貸借対照表・事業活動収支計算書・資金収
支計算書・出納関係書類を監査した結果を報告します。 
１．監査実施日　平成20年５月12日（月）９：30～16：00 
２．監査結果 
　監査に当り資金収支計算書・事業活動収支計算書・貸借対照表・決算関係資料・金融機関預金残高証明書・
預金証書等により必要に応じ担当者の説明を求め審査を行った結果、各会計・各基金・歳入歳出とも計数上
の誤りはなく適正に処理され何等非違な点は認められず、目的に従って健全に運用されていることを認めた。 
　平成18年度対、平成19年度事業活動収支実績の対比は下表の通りである。 

平成19年度西原村社会福祉協議会決算報告 平成19年度西原村社会福祉協議会決算報告 平成19年度西原村社会福祉協議会決算報告 
歳出総額167,707,365円 

補助金 
20,172,800（12.0％） 

居宅介護支援事業 
訪問介護事業・通所介護事業 

単位：円 

共同募金配分金 
3,164,864（1.9％） 

利用料収入 964,424（0.6％） 

自立支援費等収入 
649,520（0.4％） 

諸収入 7,610,517（4.5％） 

会費 
1,991,500（1.2％） 

事業費 
6,708,096（4.0％） 

共同募金配分金 
3,132,056（1.9％） 

特定高齢者通所型介護予防事業・福祉センター管理・障害者デイサービス 
軽度生活支援・食の自立支援 他 受託金　16,526,582（9.9％） 

介護保険事業 
63,210,254（37.7％） 

前期繰越金 
42,456,608（25.3％） 

事務費 
22,849,640（13.6％） 

介護保険事業 
66,318,071（39.5％） 

積立金 10,000,000（6.0％） 

次期繰越金 
40,655,468（24.2％） 

委託事業（個人利用料含む） 
17,584,775（10.5％） 

寄付金 10,960,296（6.5％） 

生活福祉資金 
貸付事業 
51,028（0％） 

支援費事業 
408,231（0.2％） 

平成19年度　社会福祉法人西原村社会福祉協議会一般会計・決算監査報告書 

３．指摘要望事項 
　平成19年度の事業活動収支決算実績は前年度に対比して収入、支出、収支差額ともに向上し、特に収支差
額は4,720,555円、99.7％の大幅な増加となり収支率も7.5％が確保され、前年度対比3.4％増の差額計上
を得たことは健全な事業運営の努力と高く評価される。 
　高齢化進展のなか経済状況は物価高騰の傾向にあり、事業運営は更に厳しさを増すと予想されるが健全財
政確保のなか、更なるサービス向上を目指して事業が展開されることを切望する。 
　出納業務の資料整備は多義に渡る経理区分構成のなか、よく整備され特に指摘事項はない。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上 

平成20年5月17日　　　　　　　　　　　　　　　　 

（単位：円） 

前 年 度 対 比  
平成19年度 平成18年度 区　　分 当 年 度  

収 支 率  

100.0％ 

92.5％ 

7.5％ 

7.5％ 

3.6％ 

99.7％ 

8,702,500 

3,981,945 

4,720,555

増　減　率 増　減　額 

収 入 の 部  

支 出 の 部  

収 支 差 額  

125,198,668 

115,745,527 

9,453,141

116,496,168 

111,763,582 

4,732,586



19 広報西原７月号 

河原小学校・山西小学校（平成２年度より指定）西原中学校（平成５年度より指定） 
各学校の主な活動内容 
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

香典返し 
一般寄附 

　次の方々より故人のご供養のため社会福祉協議会
に多額の寄附をいただきました。故人のご冥福をお
祈りしますと共に心からお悔やみ申し上げます。 

　この尊い浄財は、ご寄附いただきました各位の趣意に添う
べく、社会福祉のために有効に使用させていただきます。あ
りがとうございました。 
〔敬称略させていただき、掲載については承諾を得ています〕 

集落名 
袴　野 
下小森 
小　園 

故人氏名 
福島　　正 
月岡サワエ 
曽我　秀雄 

遺族氏名 
福島　孝彦 
月岡　義昭 
曽我サツキ 

集落名 
布　田 

 

 

下小森 

小　園 

氏　名 
林原　あさ 

匿名 

匿名〔５名〕 

月岡　義昭 

松永　晴喜 

金　　額 

100,000円 

8,800円 

11,000円 

200,000円 

7,000円 

 

お 礼 

　平成20年度「のぎくの会」の総会が新会員さんの参加を頂き行われ
ました。在宅での生活を支える皆様が上手にリフレッシュを図りながら、
仲間を作っていく会です。皆様もいっしょに楽しいひと時を過ごしてみ
ては如何でしょうか？ 

　学校内外の環境美化活動（クリー
ン活動、花いっぱい運動、リサイク
ル活動）、あいさつ運動、赤い羽根
共同募金やユニセフへの理解と協力
活動、地域の高齢者・障害者の方々
を運動会・フェスタ・文化祭等へ招
待、伝承遊び交流会の開催、一人暮
らしの方々へのやまびこふれあいだ
よりの発送、福祉体験学習ワークキャンプ（宿泊型・訪問型による福祉施設や地域活動体験）、各種生産活動（も
ち米、野菜、花など）を福祉施設等に贈り交流活動、一人暮らし高齢者の方との宿泊交流会、地域の高齢者訪問
（昔話を聞かせてもらいになど）、スポーツ交流（ゲートボール、グランドゴルフなど）、各種収集活動（使用済
切手、書き損じはがき、ベルマークなど）、ＪＲＣ（青少年赤十字）活動、のぎくまつりへの参加協力など 
　※ボランティア協力校関係者連絡会議の開催や、関係機関との連携を図りながら活動を推進しています。 

　５月24日城南町にある塚原古墳公園
において身障者グランドゴルフ県大会
が開催されました。西原チームは準優
勝で11月に沖縄でおこなわれる九州大
会に参加が決定されました。 

　５月29日りんどうの会の総会を村内の飲食店で行い
ました。１年間の活
動計画等を話合い、
皆さんで昼食。今年
度はそば打ち体験や
野外活動・リハビリ・
交流会等の事業を予
定しております。り
んどうの会では会員
を募集しております。脳梗塞等再発予防に努めていきた
いと思いますので、ぜひご参加下さい。 
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11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18

7月22日（火） 

7月23日（水） 

7月24日（木） 

7月25日（金） 

7月28日（月） 

7月29日（火） 

7月30日（水） 

7月31日（木） 

8月 1日（金） 

滝 

宮山・出の口・大峯 

小野・瓜生迫 

高遊東・高遊中・高遊西 

新所・緑ヶ丘・緑ヶ丘南・小森の里 

日向・多々良・下古閑・医王寺・星田 

西原台・星ヶ丘 

万徳・名ヶ迫 

大切畑・桑鶴・美晴台 

滝公民館 

宮山公民館 

瓜生迫公民館 

高遊コミュニティセンター 

新所公民館 

日向公民館 

西原台公民館 

名ヶ迫公民館 

大切畑公民館 

20

子育てサポートセンター・のぎく活動報告 

　現在、村及び社会福祉協議会では、今後の西原村の福祉についての「地域福祉計画及び地域福祉活動計画」の策定を
進めています。この福祉計画は、５年後の村の福祉のあり方を具体化し、誰もが安心して生活できる地域づくりを目指
すものです。 
　また、この計画づくりには地域や住民皆さんのニーズ（要望・課題等）がその土台となる必要があり、住民アンケー
ト調査の実施や各種団体・地域会合等のご意見もお願いすることとしております。 
　つきましては、その一つである「地域ごと福祉懇談会」を下記のとおり開催いたしますので、万障繰り合わせのうえ
ご参加いただき、ご意見等をどうぞよろしくお願い致します。 

多くの皆さんの 

ご参加お願いしま
す!多くの皆さんの 

ご参加お願いしま
す!

　お姉ちゃんの行事に参加
されたお母さんを協力会員
の桂麻美さん（葛目）と待
っていたのが西田優妃ちゃ
ん。いろんな動物とのふれ
あいができ大満足。中でも
牛がお気に入りのようで“モ
ー”と泣き声をまねてくれ
たりしました。 

ボランティアありがとうございます 
少
林
寺
拳
法
の
演
舞
と 

窓
ふ
き
へ
の
協
力 

（
少
林
寺
拳
法
熊
本
西
原
支
部
） 

平成20年度　地域ごと福祉懇談会日程表 
①開催日時・場所：下記のとおり　　②開催時間：午後７時30分～ 
③懇談会の内容：・地域福祉計画及び地域福祉活動計画の策定について 
　　　　　　　　・社会福祉協議会の事業活動や、その財源である社協会費等のあり方について 
　　　　　　　　・各地域での福祉活動状況、課題についての情報交換等。 
④参加者：・地域住民の方々 
1 

2 

3 

4 

 

 

6 

7 

8 

9

5

7月 7日（月） 

7月 8日（火） 

7月 9日（水） 

7月11日（金） 

7月14日（月） 

7月14日（月） 

7月15日（火） 

7月16日（水） 

7月17日（木） 

7月18日（金） 

灰床 

袴野 

古閑・葛目 

秋田・土林 

猿帰（午前10時～） 

馬場・小園・上鳥子 

畑・風当 

布田・化粧塚・八景台 

門出・田中・河原団地 

下小森・前鶴・玉の迫 

灰床公民館 

袴野公民館 

古閑公民館 

土林公民館 

猿帰公民館 

馬場公民館 

畑公民館 

布田コミュニティセンター 

河原コミュニティセンター 

下小森公民館 

“料理は女性が作るものと思っていませか？” 
と皆さんに呼びかけましたところ沢山の方に参加いただ
き第１回男性料理教室が６月１４日（土）開催されました。 
　エプロンをかけるのもお互いに協力しながら、初対面
とは思えない程暖かい雰囲気の中で第１回目を迎えるこ
とができました。 
　スタッフも戸惑う中手順よく、言われた通りに作られ、

意外と早く出来上がりました。 
　自分で作った料理に満足度100％！
自分で自分を褒められたのではな
いでしょうか？ 
開催は毎月第2土曜日です。参加は随時受け付けますので
仲間つくりの会として是非ご参加くださいませ。 
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　日頃より日本赤十字社の活動につきまして、ご理解とご協力をいただきありがとうございます。さて、６月14
日に発生した岩手・宮城内陸地震では、山間部での被害は大きく犠牲者もでております。 
　日本赤十字社としましても医療スタッフや災害の専門スタッフを派遣、被災者への義援金募集を行うことにな
りました。 
　そこで、日赤西原村分区でも義援金を受け付けておりますので、皆様の暖かいご協力をお願い致します。ご支
援いたただきました義援金は日本赤十字社を通じまして被災者支援に全額使用されます。 
　義援金についてのお問い合わせは、日本赤十字社西原村分区（西原村社会福祉協議会）279－4141まで 

※中国大地震、ミャンマーサイクロン災害につきましては6月一杯を持ちまして締め切らせていただきました。個人４名、１団体より計
34,952円いただきました。ありがとうございました。 

　のぎくまつりのビデオを見なが
ら「会場に行ったごたるな～」と、
場面ごとに、手をたたいて喜ばれ
“たいぎゃ練習しなっただろなぁ
～”と皆さんの熱演に関心されて
いました。 

　各地域で週１回および月１～２回のサロンが行われているところです。 
　最近は、開催日を教えていただいているので地域の情報や雰囲気が伺えるのでありがたく思っています。 
　サロン内容はそれぞれ違っていても、集える場があることのすばらしさを参加されるみなさんと共に実感して
います。 

サロン開催のお知らせありがとうございます。これからもどしどしお知らせください。 サロン開催のお知らせありがとうございます。これからもどしどしお知らせください。 

馬場サロン 

西原台・星ケ丘サロン 

　あいにくの雨だったので予定し
ていた“ペタンク”は次回に先延ばし、
茶話会となりました。かえってその
方が良かったかのように田植え話
で盛り上がり「もやい」の大切さ、楽
しさを実感されました。 

小園サロン 

　「月1回のサロンが何よりの楽し
み」と8人全員が勢ぞろい。誰が
決めた場所ではないのに自然と定
位置に座り賑やかな笑い声は外ま
で響いていました。 

葛目サロン 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

岩手・宮城内陸地震の被災者に対する義援金の募集について 

　「ダーツ大会」
で会場が一つにな
っていたのは西原
台・星ケ丘。 
　月2回のサロン
も志向を凝らしな
がら充分満喫され
ています。 

出の口サロン 
　お風呂にゆっく
り入り、ご馳走を
食べいつものサロ
ンとはちょっと違
った雰囲気を味わ
って居られました。 
　“始めは週1回
のサロンは多いと思っていたけど、今ではその日が待
ち遠しくてたまらん”と話されます。 

　現在、自主活動も含めると30地区でやまびこネットワーク（見守り）
活動が行われています。ネットワークの必要性を地域で考えていただ
ければと今回は区長さんにもご参加いただきました。 
　地域の中でチョット心配な方への目配り気配りの活動です。区長様
を始めシルバーヘルパーさん、福祉協力員さんと共に安心して暮らせ
る地域をつくり、何かあった場合には、素早い対応が出来るような体
制を作ることが必要と思われます。 

やまびこネットワーク会議が開催されました！！ 



　西原村消防団小型動
力ポンプ操法大会で優
勝した第４分団１班の
競技です。今年は阿蘇
郡大会が７月26日に本
村で開催されます。 
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　食欲が落ちる季節でも食が進むメニュ
ーです。ちりめんじゃこやこんにゃくが
入っていますので、噛みごたえがあり、
歯やあごを強くするカミカミメニューと
して、子どもたちに人気のメニューです。
牛肉の代わりに、馬肉のコマ切れでもお
いしく食べられます。ご家庭でも是非お
試しください。 

｢
門
出
の
六
地
蔵
板
碑｣ 

山西小学校　６月11日給食 

牛じゃこごはん 

スポットライト スポットライト 

pot
Light
pot
Light
pot
Light

ごはん 茶碗4杯／牛肉(コマ切れ) 200g
／ちりめんじゃこ 60g／いんげん 50g／
つきこんにゃく 120g／にんじん 120g
／ごま 大さじ1／油(炒め用) 適量 
調味料【砂糖 大さじ2／しょうゆ 大さじ
2／みりん 大さじ1／料理酒 大さじ1】 

材
料（
大
人
４
人
分
） 

栄
養
価（
大
人
１
人
分
） 

エネルギー　325kcal 

たんぱく質　10.4g 

カルシウム　166mg 

鉄分　　　　1.1mg 

ビタミンＡ　193ugRE

①　にんじんは千切り、いんげんは斜め切りにしてさっとゆでる。 
②　ちりめんじゃこには熱湯をかける。 
③　フライパンに油を熱し、牛肉を入れて色が変わるまで炒めたら、

にんじん、つきこんにゃくを入れてしばらく炒める。 
④　調味料を入れて味が整ったら、ちりめんとごま入れて味をなじま
せる。 

⑤　④をごはんに混ぜて、いんげんをちらしてできあがり。 
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平
成
14
年
の
春
に
発
足
し
て
以
来
、
暑
い
日
も
寒
い
日
も

毎
週
水
曜
と
土
・
日
曜
の
練
習
に
励
ん
で
き
た
西
原
村
学
童

野
球
ク
ラ
ブ
。
初
め
の
頃
は
試
合
を
す
る
こ
と
す
ら
難
し
か

っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
練
習
の
成
果
は
今
、
確
実

に
実
を
結
び
は
じ
め
て
い
ま
す
。 

　
６
月
７
日
と
12
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
第
30

回
熊
日
旗
阿
蘇
郡
市
予
選
で
は
、
１
回
戦
、
準
決

勝
と
も
に
完
封
試
合
で
勝
利
。
決
勝
戦
は
、
前
回

の
大
会
で
惜
敗
し
て
い
る
「
阿
蘇
ビ
ク
ト
リ
ー
」

と
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
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試
合
は
２
回
、
上
村
尋
斗
選
手
（
河
小
６
年
）

の
本
塁
打
を
皮
切
り
に
、
ス
ク
イ
ズ
等
を
絡
め
て

３
点
を
先
制
し
、
そ
の
リ
ー
ド
を
投
手
陣
の
好
投

と
チ
ー
ム
一
丸
の
守
備
で
守
り
抜
き
、
見
事
３
対

０
で
勝
利
を
お
さ
め
、
４
月
の
九
電
旗
予
選
に
続

い
て
阿
蘇
郡
市
を
制
覇
し
ま
し
た
。 

　
両
大
会
で
優
勝
し
た
同
ク
ラ
ブ
は
、
７
月
に
熊

本
市
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
る
県
大
会
に
出
場
し

ま
す
。
選
手
た
ち
は
、
慢
心
す
る
こ
と
な
く
県
大

会
で
の
上
位
入
賞
を
目
指
し
、
た
だ
今
猛
練
習
中

と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
随
時
部
員
の
募
集
も
行

っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。 
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